
リレードライバー設定マニュアル
MSView プログラミング入門

リレードライバー（RD-1）を使用するには、MSView（ソフトウエア）により
RD-1に設定値を書き込む（プログラミングする）必要があります。

本冊子では、MSView を使い RD-1へ主にバッテリー電圧を検知し外付け
リレーをＯＮ／ＯＦＦする為のプログラミング方法を記します。

また、実際の運用に当たり機器の接続例も示します。
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１．MSView ソフトを起動します。
　　 MSView のインストールは、別紙「MSView マニュアル」を参照して下さい。
２．Tools メニューの「Relay Driver Wizard」を選択します。

MSView の設定

３．Relay Driver Setup（初期画面）ウインドウが表示されます 。
　 　Setup には、Simple と Advanced がありますが、取り合ず CH1 の Simple を選びます。
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４．Cannnel Function で、Threshold（閾値）を選び、「次へ」をクリックします。
　 　その他、必要に応じ Function を選びます。

MSView の設定

５．次に、Control Type を選びます 。
　 　ここでは、リレードライバー（ＲＤ）に接続する機種を選択します。
　 　接続する機種とは、付属の６芯ケーブル（RJ11）で、接続する必要があります。
　 　（プログラム転送時には、実際に接続する必要は、有りません。）
　 　Standalone を選ぶ場合は、ＲＤに何も繋がないで単独で使用する時です。
　 　この場合、ＲＤの電源端子の電圧が参照され、温度は、ＲＤ内部の温度が参照されます。
　 　この時、バッテリーからＲＤへの配線は、太め（2sq）にするのをお勧めします。
　 　選んだら「次へ」をクリックします。
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６．次の、Threshold Setup で、対象となる Threshold を選択します。
　 　親機と接続して親機の Battery Sense 端子の電圧を参照する場合は、
　 　Battery Sense Voltage を
　 　Standalone の場合は、Battery Voltage を選択します。

MSView の設定

７．次に、Threshold の電圧の数値を入力します。
　 　数値は、システム電圧での正確な値を入力します。１２Ｖ系を自動で２４Ｖ、４８Ｖ系へ
　 　換算する様な機能は、有りませんので、注意して下さい。
　 　終わったら「完了」をクリックします。
　 　注）未入力の場合、アラートが出ます。
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Threshold の下限値

Threshold の上限値

Threshold の上限値を超えた時のチャンネルの状態

右上の設定を「OFF」にするとこちらは、「ON」になります。



８．初期画面に戻り設定内容が表示されるので、確認し、必要なら CH2～CH4 へも
　 　同じく数値設定をします。
　 　次に、Advanced の場合の設定をしてみます。CH1 の Advanced をクリックします。

MSView の設定
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　９．Cannnel Function → Control Type → Threshold Setup へと至ります。
　　 　Advanced では、チャンネルの状態が切り替わるまでの遅延時間を設定出来ます。
　　 　設定した遅延時間以上 Threshold 電圧を維持しないと切り替わらない訳です。
　　 　これによりバッテリーの電圧変動、ＲＤにより制御される機器のチャタリング等を
　　 　防止・吸収する事が出来ます。設定が終わったら「次へ」をクリックします。

Threshold の下限値

Threshold の上限値

遅延（Delay）時間設定

上限値を超えた時のチャンネルの状態



１０．次に、Startup State の設定をします。これは、ＲＤの電源が入った時のチャンネルの
　　 　初期状態を設定するものです。設定したら「次へ」をクリックします。

MSView の設定
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１１．最後に、Sample Period（ＲＤがサンプリングする時間間隔）と Timeout Option の
　　 　設定が出来ますが、通常は、このまま「完了」をクリックして問題有りません。



１２．初期画面に戻り設定内容が表示されるので、確認し、必要なら CH2～CH4 へも
　　 　同じく数値設定をします。
　　 　最後にパソコンとＲＤを繋ぎプログラムをＲＤへ転送します。
　　 　下図のように接続し「Program Driver」をクリックします。

MSView の設定
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プログラム転送時の接続図

パソコン

リレードライバー

　バッテリー
また、電源装置

PWR へ＋を、
GND へーを接続

シリアル接続、UBS 接続の場合は、
変換アダプターが必要になります。
「MSView マニュアル」を参照して下さい。

注）プログラム転送時には、ＲＤへ電源を供給する必要が有ります。
　 　２４Ｖ、４８Ｖシステムでも転送時には、１２Ｖ程度の電源を
　 　ＲＤへ繋ぐ事により転送する事が出来ます。



１３．Relay Driver Connection が表示されますので、このまま「次へ」をクリックします。

MSView の設定
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１４．Control Address が表示されますので、通常 Default で「次へ」をクリックします。

１５．下の様に表示されればプログラミングは、完了です。「Finish」をクリックします。



MSView の設定
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１７．名前を付けて保存が表示されるので、ファイル名を入力して「保存」をクリックします。

１６．初期画面に戻ります。
　　 　念のため、このファイルを保存して置きます。「Wite to File」をクリックします。
　　 　その他、下に示す操作も可能です。

過去に保存したファイルの読み込み 名前を付けて保存
既にプログラム済みのＲＤから設定値の読み込み



１８．プログラミング（転送）が、出来ない場合は、ＲＤとパソコンが正常に通信していない
　　 　可能性が大きいと思われます。パソコンの設定をし直してみて下さい。
　　 　ＲＤへ再度プログラミングする場合には、ＲＤの電源をいったん切りリセットしてから
　　 　もう一度電源を接続して下さい。ＲＤ本体の４つの赤色ＬＥＤが点滅している状態では、
　　 　プログラミング出来ません、電源の緑色ＬＥＤのみが点灯する状態にして下さい。

MSView の設定
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リレードライバー接続例
Standalone 時の接続例
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充電器等

インバーター

分岐端子

ブレーカー
AC100V

動作説明：
１２Ｖ用のインバーターは、
通常１０.５Ｖ程度で遮断します。
バッテリーの過放電を防ぐため
リレードライバーを使用し、例えば
　11.5Vで→インバータ停止
　12.5Vで→インバータ復帰
の様な制御をする事が可能になります。
この場合リモート端子付のインバーター
が必要になります。
また、他のチャンネルを使い
充電器のＯＮ／ＯＦＦを
行う事も可能です。

リレードライバー単独での使用例です。
ＲＤの電源端子の電圧で制御されます。

コイル端子



リレードライバー接続例
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SanSaver MPPT の接続例
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この例では、SanSaver の Meter 端子と ＲＤの Meter Bus IN 端子を付属の６Ｐケーブルで
接続します。この場合 SanSaver のバッテリー端子の電圧が参照されます。

BATTREY STATUS

SUNSAVER MPPT
SOLAR CONTROLLER SS-MPPT-15L

  TEMP.
SENSOR

CHARGING
  STATUS REMOTE TEMP.

SETTINGS

METER

TARRAKT S

ORNINGSTAR
ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎM切

ソーラーパネルへ

付属６Ｐメーターバスケーブル

リレー

補足説明：
SanSaver の負荷端子は、遮断電圧を
２段階で選択出来ますが、それ以外の
遮断・復帰電圧を設定したい時や15A
以上の負荷を制御したい場合にＲＤを
使用します。

ブレーカー



リレードライバー接続例
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TriStar MPPT の接続例（TriStarは、内部端子配置が違うので要注意）

Po
w
er
Ti
te

＋ ー

リモート端子

インバーター

ブレーカー

AC100V

この例は、TriStar MPPT の Meter 端子と ＲＤの Meter Bus IN 端子を付属の６Ｐケーブルで
接続します。また、Battery Sense 端子をバッテリー端子と直接接続し、Temp 端子に付属の
温度センサー（RTS）を図の様に接続します。

切

ソーラーパネルへ

付属６Ｐメーターバスケーブル

リレー

補足説明：
MSView での設定を Battery Sense 
Voltage にする事によりバッテリー
端子直の電圧を参照出来ますので、
より正確なバッテリー電圧で、動作
させる事が出来ます。
また、Battery Sense の接続により
TriStar 自体の動作も正確になります。

ブレーカー Battery ＋

Common

Solar ＋

TriStar MPPT
内部接続端子

RTS
バッテリー温度センサーへ

Temp
Battery
 Sense

バッテリー端子へ

Battery Sense へ

Temp へ

RTS 温度センサー

1.25sq



リレードライバー使用例
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港区白銀公園　非常用電源システム

リレードライバーを使用した例として、港区白銀公園へ平成２４年に設置されたシステムを
紹介します。合計９６０Ｗのソーラーパネルと９６００Ｗｈの蓄電池を備えた装置は、
通常、公園の夜間照明、ラジオ体操のアンプやお祭り等の電源として使われ、災害時には、
１５００Ｗのインバーターを動作させ非常電源として使用する事を目的として設置されました。
リレードライバーは、夜間照明を優先させる為、蓄電電力の使い過ぎ防止とバックアップ用に
組み込まれた、商用充電器からの充電を制御しています。

非常用コンセント

インバーター

充電器

バッテリー

ソーラー
  充電器

インバーター
　スイッチ



リレードライバー使用例
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深夜電力活用 兼 非常用電源システム

次の使用例は、電力の安い時間帯に商用からバッテリーに充電して置き、高い時間帯に
バッテリーから電力を供給する、節電システムです。充電と放電時間の設定は、２個の
タイマーで行い、リレードライバーをバッテリー放電深度を２０％、４０％、６０％、
８０％の４段階に設定し、チャンネル選択スイッチで必要に応じ切換えて使用します。
リレードライバーは、スタンドアローンモードで使用しています。また、商用電源が止
まった場合は、非常用電源としても機能しますし非常用電源のみとしても利用出来ます。

充・放電タイマー

充電器 インバーター

チャンネル選択スイッチ
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おわりに

以上、リレードライバーと MSView の基本的な設定・接続方法を記しましたが、
リレードライバーを使用する事によりバッテリー電圧や温度等により負荷のＯＮ
／ＯＦＦ、アラーム制御等が、比較的簡単に出来る様になります。
プログラミングと言っても、設定項目と数値を入力するだけなので、割合簡単に
出来ると思います。
また、リレードライバーには、記した以外にもガソリン発電機の起動モード等有用
な機能を持っていますので、今までは、難しかった（複雑だった）様な蓄電システ
ムを比較的簡単に作る事が可能になります。
なお、本冊子の記述時点では、リレードライバーの全ての機能を試しては、いない
事をお断りして置きます。
リレードライバーを活用して、素晴らしいシステム構築に挑んでみて下さい。

　　　　　　　　　 リレードライバー　RD-1  仕様

機能 ロジックモジュール
システム電圧 DC12V ～ 48V ※
最大チャンネル（回路） 電流 750mA
精度 電圧 温度 2% ±50mV ± 2℃
最低稼動電圧 8V
最大稼動電圧 68V
自己消費電流 ＜20mA
コミュニケーション ポート RJ-11メーターバス接続ポート

D-SUB 9ピン RS-232シリアル接続ポート
保護回路 落雷、サージ保護：1500W/チャンネル 

短絡保護、逆接保護、過電流保護
稼動周囲温度範囲 -40℃ ～ +45℃
蔵置温度範囲 -55℃ ～ +85℃
湿度 100% (NC)
サイズ 163 × 81 × 33mm
重量 165g
DINレールアタッチ メント 35mm 標準
付属品 6P RJ-11 ケーブル、RS-232 ケーブル
※外部外付リレーの電圧仕様は、システム内のバッテリーの電圧値に合わせます。


